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･..む ･生物学淋 こa-dl-tmns-allethrin相当泣沈とL
r.Tもとめた-数伽ま.物即 シテ吋ヒ判 'L)ガ払81によっても

とめた allethTJ'nsの'jiiJut紙-架と一致しないことも当

然二戸劫されることであるキ ー

[-111時に今InJ邦･-F･のおこなった方払は.手許ド仰[･Zの適 ー

lifICの扱昭によって-旺詐下仰伝したイ干,.'ェほ,火 ･

Jt.死への移行をとるものであるが,pyiethrinsおよ

び.allethfins系統の業剤は一時は,.急激な致落下仰

輯効力を花押するが,やが七供託昆虫をして蘇生する

ことをゆるし 致落下仰由虫歎率-致呼率でない馬 _

この方法が矧 こa-dl-tran苧Iallcthrinの殺虫剤とし

ての有効寵を評価しうる生物学的方法であるか否かは

疑問の存する所である｡

VI.損 _夢･

ーさきに鵠者が PD士 および 13HC粉剤の有効淀の

定立にもちいた撒粉砕下盛冠によって a-dl-trans-

● allethrinの-1J一効既を定放することが可能か否かを検

討するために.これを粉剤に調一難して実験し,その結

果を統計生9.学的の見地から分析した｡致落下仰転の

速達を和効圧判堤!の指標とした場合は.時間･班旺･致

粁 ド仰縁か盛挙三者の剛 こはきわ姑で明碓な生物学的

法捌がなりたち, aJdltmns-au.cthrinの--生物学 _

自推 虫準としてとりあげてしかやづき価値を布するも ･

. のであることをしった｡ しかしIながら a-dl-trams-

*現有われわれは allethrinsゐ茂何異性体の怒カ
の比較を18こないつつある｡･現在迄の知見によれ

ば.それらの問には若干の差異があるようにおも
われる｡

節 17･班

allethtin･は.allethrin -1の-tlとつの茂何典性体で:

あるから.alletl!rihsゐ和効蛇を生物学的に.α-dl-

trans-allethrin 相当汲姥 としてもーとやた 歎掛も

物理学的乃至化学赫 こもとめられた 'al19thrri,Sの想

定結束と一致しないことも当然予想されるさとである｡
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Atpresent,asthe,pyreth-rlltriiri/Ourcountry-
iseo'nsumed′mainly forho.usehold uses-the･
Velocityofknockdowneffectivenessof-pyre-

thrinstPadultsoithe､commoヮhot-sear(Musca
domestl'ca L･)isconside,red more~-imp_ortant.
thanitskillpoWer･Tilerefore,we_mustalso
evalutctheeLrectivenes亨Ofpirethrinstypecom-

pundsat-thispointofvi6W･Inthisreason･/
thew'rlterappliedLthemもdlfiedsettlingMtower
methodofNagasawa/et'al･･',for-?valuating
the･eLreetivenes･sofa--dl-tranls-allethrin.

OntheIlifferenceinStlSCePtibilityofAdnltsof･theCommi n IIもtlSefly (Muse_a

domestl'caL.)reared.fro血 Eorse虹antlrenleditLm aid-g:ova-Be血 こBy-prodtlCt

Heditlm againstthe･馳 ockIIown'EffectofZiDT Pow丘er･-Sttldieson theBio-二

logicalAssayoH nsecticid甲こⅩⅩⅠⅠ∴sumioINAGASA1wLA(TakeiI加 oratory.Institute

forchemi●calRes.earch･KyotpUniversity･Takatsuki･Ohsaka)･Rccei､･edSept･1･193171

botylLIKdgahu17･99-103･'1952･(withEnglish-･,esumi･103)･ ､

19..馬糞堵基で飼育したイ車,-iェと, 豆腐粕堵基で飼育したイエバエの DD外 輪対

にたいする捗抗性の相違について.殺虫剤の生物試験にかんする研究.井22報

長沢純火 (京都大'ie化学研究BITr5Vht研究鼓)｡27･
′

Ⅰ.拝 す

殺虫剤の生物試験川成虫としてイエバェをひろくも

ちいるようになってから,･人工的にこれを累代飼育す

る7J俄は.同時に究明され,現在'すでに満足すべきも_

のがいくつかn見さltている｡節者は数年来.畠に

Grady8) のLJJ一故に的t:た蛸発特.?.忘をもちいる方法と,

a,が田oiTL･.I脚府 ももいてこれを大Ili･飼育する,S､たつ

＼

9.1.愛想

~の方法によって.̀試験mイJ-I,く千の燕仙こつとめJ{ぎ

抵抗性の差異を生物試験論ゐ見地から買取検討した枯

穴である｡ ,' l＼

本文にはいるにさきだち,供託昆虫の飼育と突放を

拐助され 数岬の計罪に尽ソ)せられた:A-J侃軌 柴四秒

田子の絹疾刺こ托謝の恋を式する次節である｡tなおこの
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､防 ~虫 科 学 界 17 放 し

研弛 ま文部省科学研究茸の｣卿こ,iつ-LCおこなったも.
のである｡銀記して謝意を表する次第であろ｡

:LiI.,実 額 材 料 .-＼
(l):供試禦由ムー豊明商事株式会社提供の関白カオ

I)ゾを担体とする7',P･-DDT(mp.L107-1089.C)の

1,2,-4･およ_ぴ 8%の14種の粉剤を供託薬剤とした∴●▲ II
担体としてもーちいたォ̀ォーリソは,栃木県河内郡羽黒村

大字打山mJJ､字関印こおt_.て採掘さ41た鉱石で∴工業

技術庁陶磁許試験所におけるイヒ学分析の結果は -SiO2､,

57.-恥 TiO0.51.Al20230.5,Fe2030.30,CaO ∴

0.L43,MgO0.2･5.K200.2,Na200.22,Ig.Lわss

･lO･44,TotallOO･22である｡粒既は 325meshLの r;

Tylerの捜準誰を全通したものであ予が粒度分布はあ ∴

きらかでない｡.そして粉剤の製品は精朝benzolを溶

城とする溶解混合法ll)によっだ｡
＼_

(2) 供託昆虫Oこ?実験にもちいたイエバ･Lは,

舶蜘ごく少鼓桐榊 ､ら発して琴平の累代飼育を卜て,R

形1&学的に'bまた生理学的にもほ ir-起した迫f云的性■

.9-1をイけ るものとみなされる市域系であ声｡

.i.u究増光をもってす.る飼育法;ま,さきに長沢･卓を伊 .

がしろし<いるようた,ー封 こGiady3)_の記述したと.

ころに堆ずるものである｡すなわち腐糞 15OOg(水分

令棚 が勺70%)に.tiL iL酵母 30gをよく混合し, こ

れを内径-14cm 高さ 19i.zh のガラス要望ポッ'トに水

ll･Occとともにいれて了幼申約200佃休を飼育し与る

培韮とし7こo

･東関柏を増益とする飼育法もまた長沢.2,によ̀っ七.し

ろされていもが,前記のポッl･.の底に 5cm程壁にき

ざんだ弱を約 2-3cm のあっさたしき.酵母約 3.0g,･

糠約 30gを混入した豆隅粕をポットの8/10の高さ号

でいれて,洞 様劫坤 2O3個体内外を飼育しうる増益と ,

1

したものである｡

飼育室の温床は 30)士loC,関係温乾は 52土2%をr

たもつように-Lて,萱別ヒした成虫には両者一様に小安

潮 の糊を餌としてあたえた;妄Lで夷楓 こは由 ヒ後~

4⊥5仁相 の体魅のそろった髄重な佃全をもちいた.qt･

雄の直別はこれをおこなわなかったが,試験終了後にJ

ーおける集計結果はお与むね･1:1 であった./

LIII･ 実革装王方法 _

'実験装置方法ともにさきに長沢 ･＼高野7)がしろした

ところとおなじ輝扮降下装定法'(=よ′り,ふたつの飼育

増益から羽化したものを同時に比較しながら実験した｡

宍鹸室の温味は 20oiloC'をたもった｡ .との実験は

昭和2咋 12月12日から20日にもや る期間におこなった
ものである｡

IV.実 切 結異

飼育埼玉のこと.なる=群のイキバ千が,4械壮蛇の

'?･3'''-DPT 粉剤の 被苛7.=よって路下仰庶する時間

的超過を衣京すると筋1誠のごとくである｡

/ V; 考 ､ー＼疲

工 DDT粉剤の披執 こよ~ってイエ,(ェの成虫が軒ド仰

l転する時間的証過を.統計学的に集計考究亨することは

すでにたびたびおこなってきた7･9･!o)0 本諭において

もまた同校の手法によって考察の買付となる歎ldiをも

とめ.応接に/生物試埠諭の見地かB.飼育培婚Ji岩のTmJ'
他を論じたい｡イ干Jl',Lの成虫が DDT'をは じめ

BliC,tox.aphen,,chlordane'そわ他多くの投出剤粉

体の被詔に韮刃して落下仰揺する割合は.被171後の前

週時閲の対数にたいして正姐分布の形をしめナことは.

すでに報告し,.7･9･10,1恥またpyrethri'ns,bezophc?one

なLどの歴訪においても同様の結果がえられることも数

次にわたつ､て記述L'たr･･3': 本実験抵触こ6,またこの

Tablel･~TheT-imeT(min･)-perFcntknockdo､YnYK(%).table'?f●adultsoLth'eメ
colnm?∩hou如 y(MuiFadomesLl'CムL･)･桓 red from horse､mantlremediもm andsoya

hcanby-pr?ductmediumbytheP,♪'-DDT･powdeiofva'riiusconcentrAtions'C(プQ').

lou

' / ,



防 虫 科 串 節 17軟.′
ヽ

T.lblc:)i CllaraCtCri.qticsof･thetim'C-kr10CkdolVnregressionisodosesLlntherangeof,

conccntratlonofJ,.L･'-r)r)T pow(lcrafrom 1t08%;

Table3. Therelationhetwecnlog-timeandlog-concentmtionーatthe-50percent

knockdolVn.

｢

対数正敵性の法則はあてはまることを予測して,第 1

次の時間 Tを対数L;教落下仲居虫数率 YA･をIllissl'

の prohityh′に変換してその阿慣方程式 _

yh-･5+bc(i-7e)

を隼 めると第2衰のご'とく吾 ある｡
窮1図はこの閑 系を図示したものせ syn】meterici-

t_V,i,)ormalilyの枚粒をおこなうまで●もなく一次変

換仮説のJl7凪 王可髄である三つぎに餌2夫の結果から

班畦Cの対数 Cを横帥 ことb,中央致落下伸度時間

官 の対放 言を閉脚妃 とって相対応する座控をむすぷ

と,約2図にしめすような上に凹なる2凍 由̀井平行 し

た朋 如 ;えられるJこれはごあ開拓を数式にもとめる

糊介.なかに波圧の問.kE Coをし､れたI
(C-a")～tEh

の式にあてはめなければならないことをものがたって

いるoTllis千㌢ のしめした-},瀧 によって C"を計算･する
と弼-i;･ともに大作 ー0･743 あたI)の放伯を もち与るな

らばこれを硲見せしめ与るようであるoJjBの計封.tit･

作をへてえられた数式と･.三の適合性を検出した細 さ
t'をJiTJ';すると卯3主花のごとくである｡朽耳炎におけ

る拭焚柁旭 記悶抑増プ1ち両額の (̀C-Cひ)nI-h式を

みると n＼ほほ 1･ひとしく‥ これ らふたつの曲紋は大

休平行 とみなしてさしつかえないようである｡そこで

両者を rOmT,incd:･した く0･22337+0･2.1267)ノ2=ご

0･,21SOl'をもちいてそれぞれの式をかきあらためるき

つぎのようになる｡

Time.TFrlirL

㌔

･
f

t
!
q

O

d

.5

量

.A

.I.P
J省
q

TidEIe h loprjthJh.I

ng.1 Time-knock'down regressioniso-

dosesin therangeoE concentratiorlOf

♪,? '-DDTpowderCfrom ]to8%.
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1-

'馬糞増臥 L-0.21802.log(C二0.743)-I.12082

･i-たは くC-.0.743)｡̀218.7去1台･298
豆腐持古 L-0･2180210'g(C-､0･743)-I･101】芦

1この2式から丁定時問における供託昆虫の50%を帯

下仰転せ〔あるに要する洩度の比をもって両者の相違
をしめすと､ ＼

(1.12082-1.loll_3)/0.h802言0･Lo19/_690:2.1802.～
20.09031

となりその道対数倍 log-10.09031t-1.2311をうる｡

すなわち馬糞増益で飼育したイ羊,:ェは.豆腐粕増益

で飼育したそれにくらべて DpT粉剤にたし_､Ll･23

億 の鞘 定性をこ?場合はもっていたもの叶 うこ~とや;
できる-.

Concentra血 ,C〆1
1 2 4 8

131♪0

T一.貞-.uVbf月岩戸. ConcmbtioninkIPritlm8,C

:-.?音

ーノまたDDTの左ならず∴73HC粉剤除虫'43蚊取扱碑な

どいくつかの薬剤においても華なじである3こうした

こ̀とから稀釈して佐川することの許されない弧カな校

,虫靴 たとえば pyrethrins180mg/ユ00ccを令和

する規準市販の除虫菊石油液を,イ干,:ェがこの被超

､に基因して落下仲居する速達を,イi効蛙判LjBの.指増と

.-して鎮定しようとする場合などは∴出来うるかぎり祇l
抗性の掛 ･イ干.,(ェをもちいなければならない｡一脳

i粕増益飼育の個体群は.この点適当なもこのとはいいえ

ないo放射性 DDT 甲生体卿こおける挙動を突放す

るためrT,特別 DDT にたいして高い抵抗性をイけ

-･r(るイ'ェ,.'-をえらんで十･る一'ことをみると･豆隅糊培

2,t叩 こうした実験からも当然除外されるべきものと考

えられる.

I,以上はひとつの実験結果を,生理統計学的-jJ一紙に上

って杢現し,､そこにえられた数値を生物討取.7歳のJ且地

から考察して,その使用価値を論じたものでももが,

こうした相違の生来することがらの説明にたいしては,

H 価弧 ･大きざ,七表皮櫛乱 体内解詔酵素や)多少,休水

10g･ , 分合柚 体糊 棚 飾 凱 ど単 の附 け る形岱
7 :乃至生化学的の冥付が必要であやOこうした突放前に

･Fig.2...Therelationbetweenlogconcen-
tmtionand logtime･atthe50 per cent

･showstheresultonthecommoi-house月y･,
rearedfrom horsemaTluremedium,black

cirdeS and solidlineshoIYSthe result.こ

ohthecommon110uSe8y rFared from soya-
Ibeanby-productmeditlmI;theequations-of
theL-parallel.linesin originalunitsare

二､(CLO.743)-0･2J8t占i3･208Jtnd(C-0･743)0:2.8
L-12.622respectively･

逆に-定め度において 50% を落下仰宿せtiゆるに∫

襲する時間の比をもって両者の抵抗性の相違を計辞す-L

'李と.13･208/12･622-1･04642すなわち馬糞増益飼

育のイrエーくェは,五郎 腑 基で飼育したイ工,(.Lより

1.05hT･の抵抗性をもっていたものとかんがえられる｡::

J もつともこうした考窮が可能であるのは,I-蝿渡が

1.0乃至 8.0%_の範囲においてである.そして･1.23

または 1･05倍とヽ '!う矧勘まふたつの培革かり;別ヒし

したイ】エ,(.Z七 やいて.つねに見出されるものでなく多

少とも変動する性質の-ものである土とをしら年けatば

ならない｡･なぜならば,同一種短の増益から野化した

イ 享.くェiこおいても別こよりなお以上その亜由 性に変 -

動があ卵 ､らである19｡'.しかし同一の環境条件下で同

相 与飼育を関的tした両者甲相違は‥晦葵培まは り羽化･

したものめ万力垣脚 自増基のそれよE) DDTにたい

する抵抗性が掛 ･ことはまう'加わりない｡羊のことは

おけろ幼虫期乃至成虫糊の食物の畠,または門の相通t

が諸種の薬剤にたいしてしめす抵抗性のちがいにPい

ては,すでに2,36り人々によって究明されている｡た

とえばーQuayl15)はミカ･/を食害するカイガラムシ九I

lは,邦実についているものよt)光や綾について_いるも ､

甲の方が煙蒸剤にたいする抵抗性がひくいことをのべ.

RichardsonaCasageslC)は寄主枝物のことなる:I
通りの盲モアカアJ7才 ムツ Mygusi'eYSL.CaeSulzer /

1羊ごコチ./の焼藁にたいして3校の虹抗性をしめした

ことをのJベて(:ち. Sun18リ まいろいろと飼料を組介

せて8位琴の餌をつくt),,これ.で占クヌスツートItrキ

の1軽 Tr:b占Ziumcon/usuhiDuv二 の劫火を飼育し

･て;r=硫化炭素にたいすも抵抗性の相違を4'ている｡､.

それに羊叫 モ昆物坤 矧 こより成果の度如 ;かな')iTll

達し 休-Eiがいち写るしくことなり,=附 ヒ択束にた

いする抵抗性もかわるこキをのベトまた Tn'botizL"I

con/usumおよびゲラゝリヤコ･ク･}'ゥ Ca'a''drag'a-

.nay_,'a･L の成虫飼育にbいでhL.=耐 恨 射こたい

する抵抗性がことなっていろことをあきちかにし 体

罰と抵抗性との関係をさぐっているiな串また宕肘 7'.

はコクt/ウ Catand,aoyygaPーL.およびココgllJ'ウ ･

占.S'as申L･iITakahqshiをもちいてその栄光状協と=

硫化炭素およびofthodichlorbenzolにたいする抵抗

性の開陳を究明し 体現 一体水分合和弘 体机脂肪命

､東丑などの点から説明を▲くわ えてい る. Phi】lZps

,8;S,vinglel4'はいろいろな肝でイよヵ?1位 C･LZex

軍uilZque/asc7'O,ZLSSay･の幼虫を飼育し. 'これやの ′

＼ヽ
1



､ヽ

防 虫 斜

rotenoうe ぉよか nicotincにたいす亨胡 拭性の相過
をしらべた紙狐 印の和的 こよって的杭性がかわるこ

とは勿論であるが,あたえる糾の山がとくに大きな影

野をおよはすことをみている｡LoJdll)もまたショウ

tiTヨウJl'ェDrosoL･hJ'la〝′cILW'OgL7SleriYcigcnを飼育

するとき.柁兆の小にいれる彬L'lのJIllを加 減すると羽

化 した成出のニコチ./にたいする抵抗FJ:が変化するこ

とをみているや

i■ⅤⅠ.′′摘 一 夢 ノ

摘果増兆で飼育したイ工,,'ェと豆閤粕埼玉で飼育し

･たィ,L'Jく･-の, pDT にたいす右抵榊 t.海港艶を比

較実放した結狐 前者は後者に比 してお むゝね DDT

に対する抵抗性はたかいことをLL)えた.したがって

殺虫剤.Q)生物討取をおこなう場合,-強力な抵抗性を和

する何体群が必要である場合は,立脚rl培基によって

飼育することはのぞましいことではない｡ーかかる益先

･ゐ生来する拭因については.＼生理 巨鹿乃至形態学約万

揃 よりする究明と,あわせて生化学的方法による実験

的の買付けが必要であろうo
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Resumd

lnthepresentp:lPCr,thewriterdescrided

thetechniquesforr甲ringthecommonhotJSC一

月y(M"seado"test,'caL･)withhorse車Ianure-and

]Jy-productofsoy;lbean,anddiscllSSed the

bi触rcnceofsuscreptil,ilitiesofthesefliesto

knockdowncflectof♪,P'-DDTpoYder･tlorse
mILnurCmedium isamodi丘cation,ofthatdes-

criT光d IJyGrlldy andsoya-beanbyrproduct

mediumismadehy.mlXlngWith bオーpFOduct

of.soya bean,yeast,ricebran and-chi占S-oi

'riCestra､Ⅴ'･Thesusceptibilityofadultshouse一

点yrearedfromthelatteris.higher･than/that∫
oftheformer.ItwillbeI10tSuitablefortest-

ing theeflectivenessofhightoxicsubstances

-thatwelISethe月ies-rearedーLrom soy･l bean

by-productmediurh.

The.ControlofAmki】】eanWeevil(CaZZosob,"(7M Eh;〝ms'''L.)byBenzeneHexa-

chloride･Ku_nikazut伽 KI (Settu 7T.xpcrimentalFarm,I(yoto t九一iyerSity)7くcccived

sept.4,19t''2,Boly･EIKagah'Ll17,10.'3,1!I52(withEtnglishresumelot-))

20IBHCに依るアズキゾウムシ助除試験●植木邦和 (京大車重戦 附属野挿虚楊).･
27.t).4受nl ＼
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アズキゾウ･ムS,のLJJ'除に関しては,従詫二硫化択黙

し -や ク TI -ルビクリン顎の押詑性和樹 ヒ榊 勿が.和効で

` ぁるとされている 1̀)′8'｡然し.これらの黙礼 ま,･珊Jk
･が拓く.一般良家にとっては仏日が附Hl邦である｡従

って.布効で危険性がなく,位nJの容易な洪剤があれ

は,比較的中立の小豆を貯蔵する｣般袋家にとらては.,

枯めて灯都介である｡

JllI･3rc小払代笹は稀薄な独控の′BHCγ休が,コクリ

ヤのFJJ一駅に却めて1J'効であることを苛めている(5)(fi)｡

耐 して柘'lSな･TIHClは危険日.･.がなく,取扱いも榔め

て解易であるので既に一部実m化している｡.E･.訂己の申
il
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